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彙 報

彙 報 平成4年10月 ～

平成4年12月

シンポジウム

◎特別研究 「20世紀における諸民族文化の伝

統と変容シンポジウム120世 紀の音」

期間 平成4年10月21日(水)～23日(金)

場所 国立民族学博物館

摘要 今回は,「20世紀の音」をテーマに,

さまざまな地域や民族における音に

まつわる文化が20世紀をつうじてど

のように変化してきたかをめぐり,

討論をおこなう。

シンポジウム委員会

実行委員長

櫻井 哲男 国立民族学博物館第五研究

部

実行委員

栗田 靖之 国立民族学博物館第二研究

部

近藤 雅樹 国立民族学博物館第一研究

部

庄司 博史 国立民族学博物館第三研究

部

事務局

佐々木幹夫 国立民族学博物館管理部研

究協力課国際協力係

新見 惇一 国立民族学博物館管理部研

究協力課共同利用係

今田 好子 「20世紀」事務局

報告者

大塚 和夫 東京都立大学

大森 康宏 国立民族学博物館

小川 博司 桃山学院大学

許 常 惠 台湾師範大学(台 湾)

金 宅 圭 嶺南大学校(韓 国)

熊倉 功夫 国立民族学博物館

小長谷有紀 国立民族学博物館

櫻井 哲男 国立民族学博物館

高田 公理 武庫川女子大学

塚田 健一 宮崎大学

中川 真 京都市立芸術大学

山下 晋司 東京大学

山田 陽一 島根大学

吉村 弘 武蔵野美術大学

渡辺 裕 大阪大学

討論参加者

石毛 直道 国立民族学博物館

石森 秀三 国立民族学博物館

梅棹 忠夫 国立民族学博物館

中牧 弘允 国立民族学博物館

端 信行 国立民族学博物館

藤井 知昭 国立民族学博物館

日 程

10月21日(水)

(司会:端 信行)

11:15あ いさつ 石毛 直道

11:20問 題提起 櫻井 哲男

(司会:石 森 秀三)

13:00技 術 と音 高田 公理

13:35映 像 にかかわる音の世界

大森 康宏

(司会:中 牧 弘允)

15:15マ ス ・メディアと音楽

小川 博司

15:50現 代 における聴取体験の変容

渡辺 裕

16:30討 論

10月22日(木)

(司会:端 信行)

10:0020世 紀 におけるアフリカ音楽文化

の変貌 塚田 健一

10:35パ プアニューギニアの音の変容

「霊のうた」 と 「ニウギニ ・

ポップ」 山田 陽一

(司会:石 森 秀三)

13:00コ ー ランと宗教歌一 イスラーム

の音 と近代におけるその変容一

大塚 和夫

13:35モ ンゴル草原にひびく音

小長谷有紀

14:15討 論

(司会:藤 井 知昭)

i5:1520世 紀 における韓国の音の文化の
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変遷一 パンソリの伝承 と変容を

中心に一 金 宅 圭

15:50台 湾の音楽 許 常 惠

16:30討 論

10月23日(金)

(司会:端 信行)

10:00都 市の音 吉村 弘

10:35ベ ル リンの音の諸相 中川 真

ll:15討 論

(司会:中 牧 弘允)

13:00近 世の音 鳴物の世界

熊倉 功夫

13:35討 論

(代読:大 森 康宏)

14:2020世 紀インドネシアのポピュラー

音楽一 社会の変化をしるす音

山下 晋司

(司会:櫻 井 哲男)

14:40総 括討論

◎特別研究 「アジア ・太平洋地域における民

族文化の比較研究 第4回 シンポジウム

再生する宗教」

期間 平成4年11月24日(火)～27日(金)

場所 国立民族学博物館

シンポジウム実行委員会

実行委員長

田辺 繁治 国立民族学博物館第二研究

部

実行委員

秋道 智彌 国立民族学博物館第一研究

部

朝倉 敏夫 国立民族学博物館第四研究

部

佐藤 浩司 国立民族学博物館第四研究

部

清水 昭俊 国立民族学博物館第四研究

部

(事務局長)

須藤 健一 国立民族学博物館第四研究

部

田村 克己 国立民族学博物館第二研究

部
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長野 泰彦 国立民族学博物館第五研究

部

宮本 勝 国立民族学博物館第二研究

部

杉島 敬志 国立民族学博物館第二研究

部

事務局

佐々木幹夫 国立民族学博物館管理部研

究協力課国際協力係

古口 順子 『アジア ・太平洋』事務局

報告者

池上 良正 筑波大学哲学思想学系

ニコラス 。タヅプ

エディンパラ大学社会人類

学科

田中 雅一 京都大学人文科学研究所

田辺 繁治 国立民族学博物館

田村 克己 国立民族学博物館

ティモシー ・ツー

シンガポール国立大学日本

研究学科

ティラユット・ブンミー

タマサート大学社会学人類

学部

ティモシー ・ブイッツジェラル ド

愛知学院大学文学部

福島 真人 東京大学東洋文化研究所

グスターフ ・ホウ トマン

マンチェスター大学社会人

類学科

三尾 裕子 東京外国語大学アジア ・ア

フリカ言語文化研究所

山下 晋司 東京大学教養学部

レイモンド・リー

マラヤ大学人類学社会学部

討論者

今村 仁司 東京経済大学経済学部

大塚 和夫 東京都立大学人文学部

佐h木 高明 国立民族学博物館

清水 展 九州大学教養部

秀村 研二 明星大学

ヤン・ファン・フレーメン
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ライデン大学文学部

宮本 勝 国立民族学博物館

日 程

11月24日(火)

(座長:藤 井 知昭)

9:30参 加者登録

開会式

館長あいさつ 梅棹 忠夫

運営委員長あいさつ 佐々木高明

(座長:宮 本 勝)

11:00問 題提起 田辺 繁治

中国における宗教復興の戦略一一

広東州東部の梅具と蕉蛉の事例一一

一 ティモシー ・ツー

(座長:清 水 昭俊)

13:30賭 事 と神々一 台湾漢人の民間信

仰における霊的存在の動態一

三尾 裕子

タイ ・雲南周縁地域におけるモン

族のメシアニズム

ニコラス ・タップ

16:45討 議

ll月25日(水)

(座長:ニ コラス ・タップ)

9:30内 観冥想 と集中瞑想一 ピルマの

仏教慣弁はいかに政治的か?一

グスターフ ・ホウトマン

仏教の周縁にあって一 ビルマの

ナッとガインー 田村 克己

精霊祭祀の再構築一 北タイにお

ける職業的霊媒一 田辺 繁治

(座長:山 下 晋司)

13:45タ イにおける宗教再生 と市民社会

の出現 ティラユット・ブンミー

コスモスの馴化一 マレーシアに

おける宗教,呪 術およびモダニテ

ィー レイモンド・リー

ll月26日(木)

(座長:レ イモンド・リー)

9:30ダ ルマ ・バクティ・近代法

田中 雅一

インド・マハーラシュトラの仏教

一 個人主義かカースト・アイデ

ンティティか?一

ティモシー ・ブイ ッツジェラル ド

(座長:池 上 良正)

12:45儀 礼(的)秩 序の語用論について

一 ジャワにおけるミクロの社会

構成とその変容 福島 真人

宗教の脱構築一 インドネシアに

おける都市化と観光開発のなかの

宗教一 山下 晋司

(座長:田 中 雅一)

現代産業社会における救済論的課

題 と宗教体系の再編一 沖縄の聖

霊主義的キリス ト教会を事例とし

て一 池上 良正

討 議

11月27日(金)

(座長:田 村 克己)

9:30現 代韓国社会におけるキリス ト教

と伝統文化 秀村 研ニ

アキノ政権 とフィリピン・カ トリ

シズムの再臨 清水 展

オセアニアの近代 清水 昭俊

イスラーム復興 と 「近代」

大塚 和夫

社会形成における宗教の役割

今村 仁司

(座長:田 辺 繁治)

14:00統 合討論

◎民族学部門第16回 国際シンポジウム 「アン

デス祭祀伝統の起源と現在」

日時 平成4年12月2日(水)～9日(水)

場所 国立民族学博物館 求是荘

摘要 今回のシンポジウムでは,現 在Y'い

た る中央アンデスの文化史のなかで

宗教が担ってきた役割 りについて討

論をおこな う。

組織委員会

(委員長)

梅棹 忠夫 国立民族学博物館長

(委 員)
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佐々木高明 国立民族学博物館副館長

藤井 知昭 国立民族学博物館第一研究

部長

石毛 直道 国立民族学博物館第二研究

部長

杉村 棟 国立民族学博物館第三研究

部長

友枝 啓泰 国立民族学博物館第四研究

部長

杉田 繁治 国立民族学博物館第五研究

部長

内藤 貞 国立民族学博物館管理部長

実行委員会

(委員長)

大貫 良夫 東京大学教養学部教授

国立民族学博物館第五研究

部客員教授

(副委員長)

藤井 龍彦 国立民族学博物館第五研究

部教授

(委 員)

八杉 佳穂 国立民族学博物館第四研究

部助教授

山本 紀夫 国立民族学博物館第四研究

部助教授

吉田 憲司 国立民族学博物館第四研究

部助手

岩本 義男 国立民族学博物館研究協力

課長

湯浅 叡子 財団法人千里文化財団専務

理事

宇治日出二郎 財団法人千里文化財団常

務理事

参加者

RichardBurger

イェール大学教授

(アメリカ合衆国)

CarlosEleraラ ・ナシオン博物館

(ペルー)

LuisMillones

国立人類学考古学博物館

(ペルー)
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ThomasPozorski

パ ン ・ア メ リカ ン大 学助 教

授

SheliaPozorski

パ ン ・ア メ リカ ン大 学 助 教

授(ア メ リカ合 衆 国)

ScottRaymond

カ ル ガ リ大 学 助 教 授

(ア メ リカ合 衆 国)

GaryUrtonコ ル ゲ イ ト大 学 教 授

(ア メ リカ合 衆 国)

大 貫 良夫 東 京 大 学 教 養 学 部 教 授

国 立民 族 学 博 物 館 客 員 教 授

加 藤 泰 建 埼 玉 大 学 教 養 学 部 教 授

関 雄 二 東 京 大 学 総 合 研 究 資 料 館 助

手

友 枝 啓 泰 国 立 民 族 学博 物 館 教 授

藤 井 龍 彦 国 立 民 族 学博 物 館 教 授

松 本 亮 三 東 海 大 学 文 学 部助 教授

日 程

平 成4年12月2日(水)～12月9日(水)

12月2日(水)(千 里 阪 急 ホ テル)

17:00登 録

12月3日(木)(国 立 民 族 学 博 物 館)

13:20開 会 式

第1セ ッシ ョン

「Ceremon圭alismoenelPerfodoFormativo」

(座長:L.MiUones)

14:00ElCeremonialismoerielFor-

mativoenlaCuencadelAlto

Huallaga大 貫 良夫

14:45討 論

15:35館 内 見学

12月4日(金)(国 立 民 族学 博 物 館)

第2セ ッシ ョン

「CeremonialismoenlaCostaNorte」

(座長:友 枝 啓 泰)

10:00EarlyComplexSocietyinthe

CasmaandMocheValleysofPeru

Thomas＆SheliaPozorski

(座 長:藤 井 龍 彦)

10:500rigenyAspectosColateralesdel
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Ceremonialismo,Simbolismoy

RitualCupisnique:UnEnfoque

PreliminarCarlosElera

ll:50討 論

第3セ ッ シ ョ ン

CentroCeremonialenelValledeCajamar-

ca」(座 長:R.Burger)

14:30DosModosdeProcesoSocio-

cultural:ElHorizonteTempranoy

elPeriodoIntermedioTemprano

enelValledeCajamarca

松 本 亮 三

(座 長:s.Pozorski)

15:20LaTransformacibndelosCentros

CeremonialesdelPeriodoFor-

mativoTardioenlaCuencadeCa-

jamarca,Peru関 雄 二

16:20討 論

12月5日(土)(国 立 民 族 学 博 物 館)

,第4セ ッ シ ョ ン

「lntercambioyTransformaciondela

Ideologia」(座 長:C.Elera)

10:00ResultadodelasExcavacionesen

KunturWasi,Cajamarca

加 藤 泰 建

(座 長:G.Urton)

10:50ReligionAndina:CambioyCon-

tinuidad藤 井 龍 彦

11:50討 論

12月7日(月)(求 是 荘)

第5セ ッ シ ョ ン

「Ceremonialismoandino:Perspectiva

Hist6rica」(座 長:T.Pozorski)

10:00CeremonialisminFormative

EcuadorScottRaymond

10:45討 論

(座 長:加 藤 泰 建)

13:00LosRitosdelosCamelidosyla

CeremoniadeSitua友 枝 啓 泰

(座 長:S.Raymond)

13:50RepresentandoelPasado:Des-

files,DisfracesyMascarasdelos

AndesLuisMillones

14:50討 論

12月8日(火)(求 是 荘)

第6セ ツシ ョン

「OrganizacionDualyComplementaridad」

(座 長:松 本 亮 三)

10:00MoietiesandCeremonialism

GaryUrton

(座 長:関 雄 二)

10:50TheDualOrganizationoftheIn-

itialandFormativePeriod

ReligiousRitualintheCentral

AndesRichardBurger

11:50討 論

14:30総 合 討 論

(座 長:L.Millones,大 貫 良 夫)

17:00閉 会 式

12月9日(水)(求 是 荘)

10:00ワ ー クシ ョ ップ

解 散

◎ 文 明学 部 門第ll回 国際 シ ンポ ジ ウ ム 「近 代

世 界 に お け る 日本 文 明 娯 楽 の比 較 文 明

学 」

日時 平 成4年12月13日(日)～20日(日)

場所 国立 民族 学 博 物 館

摘要 今 回 の シ ンポ ジ ウム で は,い まや 大

衆 化 し,日 常 化 した娯 楽 を社 会 の シ

ス テ ム と して 多面 的 に と らえ,比 較

文 明 学 の 立場 か ら討議 を お こな う。

組 織 委 員 会

(委 員 長)

梅 棹 忠 夫 国 立 民 族学 博 物 館長

(委 員)

佐 々木 高 明 国 立 民 族 学博 物 館 副 館長

藤 井 知 昭 国 立 民 族 学 博 物 館 第 一 研 究

部 長

石 毛 直 道 国 立 民 族 学 博 物 館 第 二 研 究

部 長

杉 村 棟 国 立 民 族 学 博 物 館 第 三 研 究

部 長

友 枝 啓 泰 国 立 民 族 学 博 物 館 第 四 研 究

部 長
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杉田 繁治 国立民族学博物館第五研究

部長

内藤 貞 国立民族学博物館管理部長

(専門委員)

JosefKreinerド イ ツ日本研究所所長

HarumiBefuス タ ンフォー ド大学教授

実行委員会

(委員長)

熊倉 功夫 国立民族学博物館第一研究

部教授

(委 員)

中牧 弘允 国立民族学博物館第一研究

部助教授

小長谷有紀 国立民族学博物館第一研究

部助手

近藤 雅樹 国立民族学博物館第一研究

部助手

栗本 英世 国立民族学博物館第三研究

部助手

朝倉 敏夫 国立民族学博物館第四研究

部助手

岩本 義男 国立民族学博物館研究協力

課長

湯浅 叡子 財団法人千里文化財団専務

理事

宇治日出二郎 財団法人千里文化財団常

務理事

参加者

AnneAllisonデ ューク大学助教授

HarumiBefuス タンフォード大学教授

AndrewGerstle

オース トラリア国立大学教

授

JosefKreinerド イツ日本研究所所長

SeppLinhartウ ィーン大学日本文化研究

所教授

BrianPowellオ ヅクスフォー ド大学ケベ

ル ・カレッジ教授

梅棹 忠夫 国立民族学博物館長

鵜飼 正樹 甲南大学非常勤講師

奥野 卓司 甲南大学助教授

神崎 宣武 神崎研究室主宰
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熊倉 功夫 国立民族学博物館教授

近藤 雅樹 国立民族学博物館助手

吉見 俊哉 東京大学社会情報研究所助

教授

日 程

12月13日(日)(千 里阪急ホテル)

17:00登 録

12月14日(月)(国 立民族学博物館)

10:00館 内見学

11:30館 長表敬訪問

13:00開 会式(司 会:熊 倉 功夫)

13:10参 加者紹介

13:40基 調講演

梅棹 忠夫(代 読:中 牧 弘允)

第1セ ッション

(座長:熊 倉 功夫)

15:00会 社 のエンターテイメントー 遊

びと仕事の混合一

A皿eAllison

l6:00討 論

12月15日(火)(国 立民族学博物館)

第2セ ッション

(座長:熊 倉 功夫)

10:00日 本近代演劇の一特徴

BrianPowell

ll:00討 論

第3セ ッション

(座長:HarumiBefu)

13:00ア マチュアと劇場一 白痴の芸術

といわれる義太夫一

AndrewGerstle

14:00討 論

第4セ ッション

(座長:HarumiBefu)

15:30近 代芸能 とパ トロンー 近代数寄

者 と伝統芸能一 熊倉 功夫

16:30討 論

12月16日(水)(国 立民族学博物館)

第5セ ッション

(座長:奥 野 卓司)

10:00人 間ポンプと昭和 鵜飼 正樹

11:00討 論
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第6セ ッシ ョン

(座 長:近 藤 雅 樹)

13:00戦 前 期 日本 に お け るマ ス ・イ ベ ン

トの形 成 吉 見 俊 哉

14:00討 論

12月18日(金)(国 立 民 族 学 博 物 館)

第7セ ッシ ョ ン

(座 長:JosefKreiner)

10:00日 本 に おけ る拳 の 比 較 文 化 的 研 究

SeppLinhart

11:00討 論

第8セ ツ シ ョ ン

(座 長:JosefKreiner)

13:00的 当 て と景 品 引 き 神 崎 宣 武

14:00討 論

第9セ ッ シ ョ ン

(座長:吉 見 俊哉)

15:30娯 楽 とテクノロジー 奥野 卓司

16:30討 論

12月19日(土)(国 立民族学博物館)

第10セ ッション

(座長:神 崎 宣武)

10:00霊 感少女考 近藤 雅樹

11:00討 論

総合討論

(座長:熊 倉 功夫)

13:30討 論

17:00閉 会式

12月20日(日)(千 里阪急ホテル)

9:30ワ ー クショップ

解散

海 外 に お け る研 究 ・調査 ・収 集 活 動

氏 名 官 職 出 発 帰 国 行 先

石 毛 直 道 教 授(第 二 研 究 部)4.10.94.10.12大 韓 民 国

庄 司 博 史 助 教 授(第 三 研 究 部)4.10.104.10.18フ ィ ン ラ ン ド

長 野 泰 彦 助 教 授(第 五 研 究部)4.10.144.10.20ア メ リカ合 衆 国

松 原 正 毅 教 授(第 一 研 究 部)4.10.204.12.1ト ル コ

朝 倉 敏 夫 助 手(第 四 研 究部)4.10.264.10.31大 韓 民 国

林 行 夫 助 手(第 二 研 究 部)4.11.14.12.31タ イ,ラ オス

熊 倉 功 夫 教 授(第 一 研 究部)4.11.24.11.14中 華 人 民 共 和 国

端 信 行 教 授(第 三 研 究 部)4.11.24.12.23フ ラ ンス,カ メル ー ン

中牧 弘 允 助 教 授(第 一 研 究 部)4.ll.104.12.26ネ パ ール

南 真 木 人 助 手(第 三 研 究 部)4.ll.124.12.26ネ パ ー ノレ

松 澤 員 子 教 授(第 一 研 究 部)4.11.144.11.21中 華 人 民 共 和 国

長 野 泰 彦 助 教 授(第 五 研 究 部)4.ll.184.ll.27中 華 人 民 共 和 国

福 井 勝義 助 教 授(第 三 研 究 部)4.11.194.12.17連 合 王 国,ケ ニ ア,エ チ オ ピ

ア,ス ー ダ ン

立 川 武蔵 教 授(第 二 研 究 部)4.11.214.ll.25中 華 人民 共 和 国

大 森 康 宏 助 教授(第 五 研 究 部)4.11.304.12.10イ タ リア,ス イ ス,フ ラ ンス

黒 田 悦 子 教 授(第 四研 究 部)4.12.105.2.10メ キ シ コ

松 澤 員 子 教 授(第 一 研 究部)4.12.175.1.6台 湾

田辺 繁 治 助 教授(第 二 研 究 部)4.12.185.1.25タ イ

来館者抄

10月3日 上海市友好代表団一行

陳 至 立(中 国,上 海市人民

対外友好協会特別顧問・上海市

市長代理)団 長

趙 雲 俊(中 国,上 海市人民

対外友好協会会長)副 団長

華 建 敏(中 国,上 海市計画
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委 員 会 副 主 任)

陳 継 虔(中 国,上 海 海 関 関

長(税 関 長))

林 起 章(中 国,上 海 市 人 民

政 府 研 究 室 副 主 任)

施 大 畏(中 国,上 海 中国 画

院副 院長)

区 福 栄(中 国,豫 園 旅 游 商

城 股 吩 有 限 公 司総 経 理)

繆 国 琴(中 国,陳 至 立 秘 書)

張 雪 娜(中 国,上 海 市 人 民

対 外 友好 協 会 副 処 長)

茎 強(中 国,解 放 日報 社

記者)

10月6日 権 泰 煥(大 韓 民 国,ソ ウル

大学 校 地 域 総 合 研 究 所 長)夫 妻

10月9日LONNROTH,Lars(ス ウ ェ ー デ

ン,ス ヴ ェ ンカ ・ダ ー クブ ラ ー

デ ッ ト紙 文 化 部 長)夫 妻

10月13日 オ ー ス トラ リア副 学 長 会 議 一 行

ARNOLD,Nell(ク イ ー ンズ ラ ン

ド工 科 大学,マ ー ケ テ ィ ング ・

宣 伝 ・広 報 学 部 長)

GERSTLE,Drew(オ ー ス トラ リ

ア 国立 大 学,ア ジ ア研 究 学 部 長)

GHOSH,Robin(西 オ ー ス トラ リ

ア 大 学,経 済 学 部 長 ・日本 研 究

所 所 長 代 理)

MaxRIOT,Helen(モ ナ ッシ ュ大

学,日 本学 教授)

SPENCER,Brian(マ ッ コー リー

大 学,登 録 官 ・副学 長)

CHOW,Misuzu(マ ッ コー リー

大学,日 本研 究 学 術 部 長)

WATsoN,Andrew(ア デ レー ド

大学,ア ジ ア学 教 授 ・ア ジ ア研

究 セ ン ター所 長)

SCUTT,John(オ ース トラ リア

副 学 長 会 議,国 際 関 係,所 長)

10月15日SAN,Win(ミ ャ ンマ ー,文 化 省

考 古 学 局 研 究 員)

10月23日FlcK肌,Ulrich(ド イ ツ,テ ュー
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リ ンゲ ン州 学 術 文 化 大 臣)

MAY,Prue(オ ー ス トラ リア,

オ ー ス トラ リア博 物 館 プ ロジ ェ

ク ト ・オ フ ィサ ー)

10月26日KOMEUI,JaneO.(ア メ リカ合 衆

国,日 本文 化 セ ンタ ー 歴 史 ギ

ャ ラ リー委 員 会 委 員 長)夫 妻

10月27日PAslNH,Alpay(ト ル コ,イ ス

タ ンブ ル考 古 学 博 物 館 館 長)

10月29日GYoRGY,Balazn(ノ ・ンガ リー,

国 立 ハ ンガ リー農 業 博 物 館 研 究

部 長)夫 妻

大 阪 府 招 聘 韓 国 情 報 文 化 セ ン

タ ー第3次 日本 地 域 情 報 化 視

察 団一 行

11月2日KAEwDANNG,Rung(タ イ,教

育 省 国家 文 化 委 員 会 事 務 総 長)

夫 妻

11月6日DALRYMPLE,Rawdon(駐 日オ ー

ス トラ リア大 使)夫 妻

KLLICK,Evelyn(オ ー ス トラ リ

ア大 使 館二 等 書記 官)

11月12日 鈴 木 和 美(国 立 歴 史 民 俗 博 物

館 展 示 課視 聴 覚 係長)

加 川 泰 良(同 館 庶 務 課 人 事 係)

姫 野 深雪(同 館 展 示 課 展 示 係)

11月15日FATIN,Wendy(オ ー ス トラ リ

ア,芸 術 ・特 別 地 域 大 臣)

ll月21日BERTALAN,Andrasfalvi(ハ ンガ

リー,文 化 教 育 大 臣)

11月30日 東 南 ア ジア 青年 招聘 計 画 ミ ャ ン

マ ー政 府 関 係 者 一 行

ウ ・チ ・トゥ ン(ミ ャ ンマ ー,

外 務 省 経 済 局 課長 補佐)

テイ ・ナ イ ン大 尉(ミ ャ ンマ ー,

国 防 省 参 謀 本部)

ウ ・ゾ ー ・ウ ・ハ ン(ミ ャ ン

マ ー ・通 信 ・郵 便 ・電報 省郵 便

電 話 公 社 係 長)

ドォ ・ウイ ン ・チ(ミ ャ ンマ ー,

公 務 員 中 央 研 修 所 経 済 学 部 講

師)
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トゥ ン ・ ミン(ミ ャ ンマ ー情 報

省 情報 出版 局課 長 補 佐)

ウ ・チ ッ ・ウ ー(ミ ャ ンマ ー,

林 業 省 国 土 地 理 局 係長)

ウ ・フ ラ ・ミ ョウ ・ア ウ ン(ミ

ャ ンマ ー,鉄 道 省 ミャ ンマ ー鉄

道 公 社 技 師)

ウ ・テ ィ ・ミン(ミ ャ ンマ ー,

文 化 省 博 物 館 副 館 長)

12月10日LEE,SongWon(大 韓 民 国,文

化 部 調 査 課 長)

PARK,ChanngGun(大 韓 民 国,

文 芸 振 興 院 芸 術 資 料 課 長)

PARK,SokBong(大 韓 民 国,文

芸 振 興 院)

12月14日RAVEN,PeterHamilton(ア メ リ

カ合 衆 国,ミ ズ ー リ植 物 園 長)

韓 国 国立 民 俗 博 物 館 一 行

馬 聖 培

朴 賛 郁

千 鎮 基

鄭 洪 鎮(以 上 大 韓 民 国)

12月21日NAKAYAMA,Masao(駐 日 ミク

ロネ シ ア連 邦 大 使)夫 妻

N∠UCHI,JamesA.(公 使)

FRITZ,John(第 一 書 記 官)
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

L国 立 民族学博物館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関する論文,資 料 ・研究ノー ト,

調査研究活動報告等を掲載 ・発表することによ り,民 族学(文 化人類学)の 発展に寄与する

　ものである。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄稿することができる者は,次 のとお りとする。

　 (1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」 という。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組

　　　織,運 営に関与する者

　 (2)本 館が受け入れた各種研究員及び研究協力者

　 (3)そ の他本館において適当と認めた者

3.原 稿を寄稿する場合は,論 文,資 料 ・研究 ノート,調 査研究活動報告等の うち,い ずれで

あるかをその表紙に明記す るものとする。なお,こ の区分についての最終的な調整は,国 立

民族学博物館研究報告編集委員会(以 下 「編集委員会」という。)に おいて行 う。(編 集する

場合は,原 則として論文及び資料 ・研究ノー トを1段 組,そ の他のものを2段 組 として取 り

扱 う。)

4.原 稿執筆における使用言語は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペイン語,ロ シア語,中 国

語及び ドイツ語のうちいずれを用いても差 し支えない。ただ し,そ の他の言語を用いる場合

は,編 集委員会に相談するものとする。

5.特 殊な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合は,編 集委員会に相談するものとする。

6.寄 稿する原稿が論文で,日 本語を使用する場合は,原 則として英文により500語程度の要旨

　を付けるものとし,そ の他の言語による論文の場合は,編 集委員会に相談するものとする。

　なお,寄 稿する原稿については,執 筆者名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記しなけ

　ればならない。

7.寄 稿する原稿の枚数は,原 則 として制限しない。ただし,編 集する場合は編集委員会の判

　断により,紙 数等の関係か ら分割 して掲載することがある。

8.寄 稿する原稿は,必 ず清書(欧 文の場合はタイプ)し,原 稿の写 し1部 を添付するものと

する。なお,図,表 のス ミ入れ,レ タリングは,編 集委員会で処理する。

9.寄 稿された原稿は,審 査委員会において審査のうえ,採 否を決定する。なお,原 稿は,採

否にかかわらず原則 として返却 しない。

io.稿 料 の支払い,掲 載料の徴収は行わない。

11.原 稿の執筆に当っては,別 に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」による。

12.原 稿の寄稿先及び連絡先は,次 のとお りとする。

　　　〒565大 阪府吹田市千里　万博公園10-1

　　　　　　 国立民族学博物館内

　　　　　　 国立民族学博物館研究報告編集委員会(電 話　代表06-876-2151)
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国立民族学博物館研究報告執筆要領
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